
 

 

 

竹を使って、竹とんぼや食器等を作り、日本の竹文化の素晴らしさを知ります。 

 

Ｃ3 野外技能・生活    Ｂ2 自然への関心    Ｂ1 節度・節制 

※Ａは心理的・社会的能力 Ｂは徳育的能力 Ｃは身体的能力  詳細は別紙参照 

 

・クラフト室  ・ピロティ  ・研修室  ・工作館 等 

 

 通年 

 

 ２～３時間 

 

団体の引率者が指導者となって行う活動 

指導者を紹介できる活動 

   [講師１人当たり３，０００円 講師１人につき参加者３０名程度まで] 

 

【団体・個人で準備するもの】 

  ・竹（食堂売店で購入可） ※材料（費用を含む）についてはご相談ください。 

  ・軍手 ・木工用ボンド ・竹ひご２０cm×3mm（竹とんぼ作り） ・紙やすり 

  ・ゴミ袋 ・活動に適した服装 

 

  【自然の家で貸し出しできるもの】 

  ・なた ・小刀 ・金属やすり ・きり ・のこぎり 

①人数確認、服装の点検、健康状態のチェッ

クをします。 

 

 

 

 

②活動のねらいや手順、注意点を説明しま

す。 

 

 

 

 

１ 活動のねらい 

２ 育てたい能力 

３ 活動場所 

４ 活動時期 

５ 所要時間 

６ 指導形態 

７ 準備物 

８ 活動の手順 

竹細工   
創作 

制作活動 
１５ 

国立花山青少年自然の家 

 



③用具を準備し、作品を作ります。 

  竹とんぼの作り方は下図を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④後片付けをします。 

 ※必ず引率者が立ち会ってください。 

（破損等があれば事務室にご連絡ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動に使用した道具は、責任をもって返却してください。 

・刃物等を使用するので、ケガには十分注意してください。 

 

＊実施例＊ 

【節が必要なもの】   【節が必要でないもの】 

・一輪ざし       ・竹とんぼ 

・つまようじ立て    ・スプーン 

            ・ペーパーナイフ 

            ・はし 

・創作置き物 

９ 留意点 

１０ 参考 

羽根にあけた穴に 

軸を差し込み、 

ボンドで接着する 

完成 


